情報と科学


情報と科学　模擬試験問題
番号　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．表１は身長(cm)と体重(Kg)について，５人のデータを示したものである。これを用いて以下の問に答えよ。（答は小数点以下第１位まで求めること）

	表１．身長と体重

	　身長　　体重

	１６５　　５５

１７０　　６２
１７５　　６０
１５５　　４８
１６０　　４５


（１）身長と体重の平均値を求めよ（各５点）。

　　　　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　
（２）身長と体重の中央値を求めよ（各５点）。
　　　　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　

（３）身長と体重の分散を求めよ（各５点，不偏分散ではないので注意）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　

（４）身長と体重の共分散とピアソンの積率相関係数を求めよ（各５点）。
　　　（小数点以下第３位まで求めよ）
　　　　共分散　　　　　　　　　　　　　　　　相関係数　　　　　　　　　　
（５）（４）で求めた身長と体重の相関係数について，「無相関の検定」を行え。
（１０点）
（６）身長と体重のスピアマンの順位相関係数とケンドールの順位相関係数を求めよ
　　（各５点）（小数点以下第３位まで求めよ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　スピアマンの順位相関係数　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ケンドールの順位相関係数　　　　　　　
２．表２のクロス表について，以下の問に答えよ。
	表２．肺がん患者と健常者の喫煙状況   

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ　　　喫　　煙       計
　　　　　あり　　なし 

	患　者　　４０ 　 １０　　５０
健常者　　１５　　３５  　５０

	　計  　　５５　　４５　１００


（１）喫煙状況と肺がんの関係をイエ－ツ（Yates）の修正済みカイ２乗値を用いた検定を行え（１０点）。
（２）フィッシャーの直接確率を求めて検定せよ（１０点）。
３．心疾患患者２０名と健常者２０名の血清コレステロール値を調べたところ，平均値は
　　心疾患患者群で２２０mg/dl，健常者群で１８０mg/dlであった。
　　また，不偏分散から求めた標準偏差は心疾患患者群３０mg/dl，健常者群２０mg/dlで
　　あった。このデータを用いて以下の分析を行え。
（１）心疾患患者群の血清コレステロール値の母平均値の95％信頼区間を求めよ。
（１０点）
    　95％信頼区間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）２グループの母分散が等しいと仮定した場合の，２群の母平均値の差の検定を行え。
（１０点）
（２）等分散の検定を行え（１０点）。
（３）Welchの検定を行え（１０点）。
４．表３は，６人の肥満教室の前後の体重（Kg）を示したものである。
　　肥満教室に効果があったか，以下の問に答えて検定せよ。
	表３．肥満教室前後の体重

	　前　　　後

	８０　　７５
７０　　７０
９０    ８０

５５    ５０
６０    ５５


（１）差の平均値と不偏分散を求めよ（各５点）。
　　　　　　差の平均値：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　差の不偏分散：　　　　　　　　　　　　　
（２）対応のある場合の母平均値の差の検定を行え（１０点）。
（３）符号検定を行え（１０点）
（４）Wilcoxonの符号付き順位和検定を、正規近似を用いて行え（１０点）。
５．大学生３００名について，内閣の支持・不支持を尋ねたところ，支持すると回答した
ものが１００名いた。

　調査対象が大学生集団から無作為に抽出されたものと仮定して，大学生の内閣支持割合の母割合の95％信頼区間の近似解（一次式による）を求めよ（小数点以下第３位まで求めよ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点）
  　95％信頼区間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．表４は糖尿病患者の治療法２つのグループＡ群とＢ群に分け，眼底異常について示したものである。
　この結果から，２つの治療群で眼底異常について違いがあるといえるかを，通常のカイ２乗検定せよ（１０点）。

	表４．治療法と眼底異常

	治療　　正常　軽度異常　異常

	Ａ群　　８０　　７０　　５０
Ｂ群　１２０　　４０　　４０


７．表５から，分かりやすい血液型の円グラフを作成し，所定の位置に置きなさい

（１５点）。
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	表５．血液型の分布

	血液型
	人数
	（％）

	Ａ
	45
	( 39.1)

	Ｏ
	34
	( 29.6)

	Ｂ
	24
	( 20.9)

	ＡＢ
	12
	( 10.4)

	計
	115
	(100 %)



８．図１の色違いの図を作り，指定の位置に置きなさい（２０点）。

この点線の枠内に


円グラフを描いて


下さい。





図１．論理プロセス





この点線の枠内に


図１の色違いの図を


描いて下さい。









